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(54)【発明の名称】 画像表示装置及び画像表示方法

(57)【要約】
【課題】  実際の超音波診断におけるのと同様の感覚で
操作訓練を行うことができる画像表示装置を提供する
【解決手段】  超音波プローブを模した形状を有し画像
の表示範囲を指示するために用いる疑似プローブ１１
と、疑似プローブを接触させるための人体表面を模した
形状を有し疑似プローブの接触位置を検出する疑似体表
１２と、人体内部の３次元画像データを記憶する画像メ
モリ２６と、表示すべき人体の断層像の範囲を算出する
表示範囲算出部２１と、表示範囲算出部が算出した範囲
に対応する画像信号を生成するエコー信号生成部２２及
び信号処理部２３と、生成された画像信号に基づいて画
像を表示する表示部２４とを具備する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  超音波プローブを模した形状を有し、画
像の表示範囲を指示するために用いる疑似プローブと、
前記疑似プローブを接触させるための人体表面を模した
形状を有し、前記疑似プローブの接触位置を検出するこ
とができる疑似体表と、
人体内部の３次元画像データを記憶する記憶手段と、
前記疑似プローブと前記疑似体表との接触関係に基づい
て、表示すべき人体の断層像の範囲を算出する表示範囲
算出手段と、
前記記憶手段に記憶されている３次元画像データに基づ
いて、前記表示範囲算出手段が算出した範囲に対応する
画像信号を生成する画像信号生成手段と、
前記画像信号生成手段が生成した画像信号に基づいて画
像を表示する画像表示手段と、を具備する画像表示装
置。
【請求項２】  前記疑似プローブが、前記疑似プローブ
と前記疑似体表との接触状況を検出する圧力センサを有
し、
前記疑似体表が、２次元状に配置され、前記疑似プロー
ブの接触位置を検出するタッチパネルセンサを有する、
請求項１記載の画像表示装置。
【請求項３】  前記疑似プローブの前記疑似体表に対す
る傾きを検出する傾き検出手段をさらに具備する請求項
１又は２記載の画像表示装置。
【請求項４】  前記傾き検出手段が、前記疑似プローブ
に備えられた発光ダイオードと、前記発光ダイオードか
ら放射される光を撮影するためのステレオテレビカメラ
とを含む、請求項３記載の画像表示装置。
【請求項５】  前記傾き検出手段が、前記疑似プローブ
に備えられた磁気センサを含む、請求項３記載の画像表
示装置。
【請求項６】  前記画像信号生成手段が、
所定の生体組織についての画像データが有する濃淡に関
する情報と前記所定の生体組織の超音波に対する音響特
性に関する情報とを関連づけるルックアップテーブル
と、
前記ルックアップテーブルを用いて前記記憶手段に記憶
されている画像データを変換することにより画像信号を
生成する手段と、を含む、請求項１～５のいずれか１項
記載の画像表示装置。
【請求項７】  超音波プローブを模した形状を有する疑
似プローブを、人体表面を模した形状を有する疑似体表
に接触させることにより、画像の表示範囲を指示するス
テップ（ａ）と、
前記疑似プローブと前記疑似体表との接触関係に基づい
て、表示すべき人体の断層像の範囲を算出するステップ
（ｂ）と、
予め記憶されている３次元画像データに基づいて、ステ
ップ（ｂ）において算出した範囲に対応する画像信号を*

2
*生成するステップ（ｃ）と、
ステップ（ｃ）において生成した画像信号に基づいて画
像を表示するステップ（ｄ）と、を具備する画像表示方
法。
【請求項８】  ステップ（ａ）が、
前記疑似プローブの先端に備えられた圧力センサによ
り、前記疑似プローブと前記疑似体表との接触状況を検
出するステップと、
前記疑似体表に２次元状に配置されたタッチパネルセン
サにより、前記疑似プローブの接触位置を検出するステ
ップと、を含む、請求項７記載の画像表示方法。
【請求項９】  ステップ（ａ）が、前記疑似プローブの
前記疑似体表に対する傾きを検出するステップを含む、
請求項７又は８記載の画像表示方法。
【請求項１０】  ステップ（ｂ）が、
前記疑似プローブの前記疑似体表に対する傾きを、前記
疑似プローブに備えられた発光ダイオードと前記発光ダ
イオードから放射される光を撮影するためのステレオテ
レビカメラとによって検出される前記疑似プローブの空
間的位置と、前記疑似プローブの前記疑似体表における
接触位置とに基づいて算出するステップを含む、請求項
９記載の画像表示方法。
【請求項１１】  ステップ（ｂ）が、
前記疑似プローブの前記疑似体表に対する傾きを、前記
疑似プローブに備えられた磁気センサによって検出され
る前記疑似プローブの空間的位置と、前記疑似プローブ
の前記疑似体表における接触位置とに基づいて算出する
ステップを含む、請求項９記載の画像表示方法。
【請求項１２】  ステップ（ｃ）が、
所定の生体組織についての画像データが有する濃淡に関
する情報と前記所定の生体組織の超音波に対する音響特
性に関する情報とを関連づけるルックアップテーブルを
用いて、予め記憶されている画像データを変換すること
により画像信号を生成することを含む、請求項７～１１
のいずれか１項記載の画像表示方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、医療診断におい
て、超音波画像等の画像を表示する画像表示装置及び画
像表示方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】医師や検査技師等が自ら超音波撮像装置
を操作して検査を行い、医療診断を行うことができるよ
うになるまでには、多くの訓練と経験が必要とされる。
特に、超音波プローブの操作には、熟練が要求される。
例えば、撮像を行う際に、医師や検査技師等の操作者
は、予め被検体である患者の体位を判断し、超音波を入
射させるのに適当な音響窓や超音波プローブを選択しな
くてはならない。また、操作者は、超音波プローブを被
検体に当てる微妙な位置や角度や接触具合等を調節しな
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がら撮像しなくてはならない。超音波画像は、患者の臓
器間や病変部に生じるわずかな音響インピーダンスのず
れを超音波により映像化するものであるから、被検体に
向けて超音波を送受信するための超音波プローブの操作
におけるわずかな違いが、画質の良否に関わってくるか
らである。さらに、広範な領域を観察する場合等には、
コンパウンドスキャンと呼ばれる手動走査が行われる場
合がある。この操作方法は、超音波プローブを被検体の
体表面に押しつけながら走査させるため、医療診断に必
要な画像を得るためには、操作者のさらなる熟練を必要
とする。また、超音波画像においては、超音波特有の性
質から、しばしばアーティファクト（虚像）が現れる。
このような場合には、操作者は、表示された超音波画像
を見ながら、アーティファクトが現れないように、超音
波の送受信方向を調節する必要がある。
【０００３】操作者は、このような超音波プローブの操
作の他に、撮像する部位に応じて、送信する超音波の周
波数や送信パワー等の各種の値を設定しなくてはならな
い。例えば、周波数が高いほど得られる画像の分解能や
解像度が良好となるが、減衰も大きくなるために、超音
波は生体の深部まで到達することができない。また、送
信パワーが大きいほどエコー強度が高くなるため、くっ
きりとした超音波画像が得られるが、被検体への影響を
考慮すると、送信パワーはできるだけ小さい方が望まし
い。従って、操作者は、撮像する臓器や被検体の年齢・
体格等を考慮して、これらの値を設定しなければならな
い。このように、医療診断に用いることができる程度の
超音波画像を得られるようになるまでに、操作者は、あ
る程度の時間をかけて撮像操作の訓練を行わなくてはな
らない。
【０００４】さらに、画像表示装置に表示された超音波
画像を観察するときに、操作者は、装置に対して各種の
入力操作を行う。例えば、表示されている画像の視点を
移動するときには、キーボードから数値を直接入力した
り、カーソルキー、マウスやタブレット等のコンピュー
タポインティングデバイス、トラックボール、調節ツマ
ミ、各種スイッチ等を操作する。これらの入力操作の操
作感覚は超音波プローブの操作とは全く異なるものであ
り、慣れるまでにある程度の時間や練習を必要とする。
従って、超音波プローブの操作に熟練した医師や検査技
師でも、画像表示装置における各種の入力操作を身につ
けなくてはならない。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】このように、超音波診
断においては、使用感の異なる様々な装置を使いこなさ
なくてはならないということが、操作者に対して大きな
負担となっていた。そこで、上記の点に鑑み、本発明
は、実際の超音波診断におけるのと同様の感覚で操作訓
練を行うことができる画像表示装置を提供することを目
的とする。また、本発明は、そのような画像表示装置に
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おいて用いられる画像表示方法を提供することを目的と
する。
【０００６】
【課題を解決するための手段】以上の課題を解決するた
め、本発明に係る画像表示装置は、超音波プローブを模
した形状を有し、画像の表示範囲を指示するために用い
る疑似プローブと、疑似プローブを接触させるための人
体表面を模した形状を有し、疑似プローブの接触位置を
検出することができる疑似体表と、人体内部の３次元画
像データを記憶する記憶手段と、疑似プローブと前記疑
似体表との接触関係に基づいて、表示すべき人体の断層
像の範囲を算出する表示範囲算出手段と、記憶手段に記
憶されている３次元画像データに基づいて、表示範囲算
出手段が算出した範囲に対応する画像信号を生成する画
像信号生成手段と、画像信号生成手段が生成した画像信
号に基づいて画像を表示する画像表示手段とを具備す
る。
【０００７】また、本発明に係る画像表示方法は、超音
波プローブを模した形状を有する疑似プローブを、人体
表面を模した形状を有する疑似体表に接触させることに
より、画像の表示範囲を指示するステップ（ａ）と、疑
似プローブと疑似体表との接触関係に基づいて、表示す
べき人体の断層像の範囲を算出するステップ（ｂ）と、
予め記憶されている３次元画像データに基づいて、ステ
ップ（ｂ）において算出した範囲に対応する画像信号を
生成するステップ（ｃ）と、ステップ（ｃ）において生
成した画像信号に基づいて画像を表示するステップ
（ｄ）とを具備する。
【０００８】
【発明の実施の形態】以下、図面に基いて本発明の実施
の形態について説明する。なお、同一の構成要素には同
一の参照番号を付して、説明を省略する。図１は、本発
明の第１の実施形態に係る画像表示装置の構成を示すブ
ロック図である。この画像表示装置は、操作部１と本体
部２とを含んでいる。
【０００９】操作部１は、プローブ型方向指示デバイス
（疑似プローブ）１１と、疑似生体表面（疑似体表）１
２と、ステレオテレビカメラ１３とを含んでいる。操作
部１は、本画像表示装置に画像を表示させるために必要
な位置情報を、本体部２に入力する。
【００１０】プローブ型方向指示デバイス１１は、画像
表示装置を操作する操作者が、３次元画像における所望
の断面の位置や方向等を入力するために用いる装置であ
り、超音波プローブを模した形状をしている。実際の超
音波撮像においては、撮像する部位や使用するスキャン
方法に応じて、リニアアレイプローブ型やアニュラアレ
イプローブ型等の様々な種類の超音波プローブが用いら
れる。従って、本実施形態においても、これらの超音波
プローブに対応する複数の種類のプローブ型方向指示デ
バイスを用意し、必要に応じて使い分ける。プローブ型
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方向指示デバイス１１の先端、即ち、通常の超音波プロ
ーブであれば超音波が送信される面に当たる部分には、
圧力センサが備えられている。また、プローブ型方向指
示デバイス１１の表面には、該デバイスの空間的位置を
検出するために用られる発光ダイオード（ＬＥＤ）１１
０が、少なくとも１つ備えられている。
【００１１】疑似生体表面１２は、人体等の生体の表面
を模したファントム（疑似生体試料）であり、プローブ
型方向指示デバイス１１を接触又は走査させるために用
いられる。疑似生体表面１２の走査面には、タッチセン
サが２次元状に配置されている。ステレオテレビカメラ
１３は、プローブ型方向指示デバイス１１に備えられた
ＬＥＤ１１０から放射される光を撮影する。撮影された
画像は、プローブ型方向指示デバイス１１の空間的位置
を検出するために用いられる。
【００１２】図２に示すように、プローブ型方向指示デ
バイス１１と疑似生体表面１２とステレオテレビカメラ
１３とは、組み合わせて用いられる。操作者がプローブ
型方向指示デバイス１１を用いて疑似生体表面１２の走
査面に接触又は走査させると、疑似生体表面１２に配置
されたタッチセンサにより、疑似生体表面１２における
プローブ型方向指示デバイス１１の接触位置が検出され
る。また、プローブ型方向指示デバイス１１に備えられ
た圧力センサにより、プローブ型方向指示デバイス１１
と疑似生体表面１２との接触状況が検出される。さらに
ステレオテレビカメラ１３によってプローブ型方向指示
デバイス１１に備えられたＬＥＤ１１０から放射される
光を撮影することにより、ＬＥＤ１１０の空間的位置が
検出される。このＬＥＤ１１０の空間的位置と、プロー
ブ型方向指示デバイス１１の接触位置との間で３次元ベ
クトルの差を取ることにより、プローブ型方向指示デバ
イス１１の傾き、即ち、プローブ型方向指示デバイス１
１が指示している方向が検出される。
【００１３】操作部１に含まれる各装置は、ケーブルに
より本体部２に接続されており、ケーブルを介して本体
部２との間で情報の入出力を行う。或いは、該各装置
は、ケーブルの代わりに、赤外線や無線等を介して本体
部２との間で情報の入出力を行っても良い。
【００１４】本体部２は、表示すべき人体の断層像の範
囲を算出する表示範囲算出部２１と、超音波画像データ
に基づいて表示範囲算出部２１が算出した表示範囲に対
応するエコー信号を生成するエコー信号生成部２２と、
エコー信号に基づいて画像信号を生成する信号処理部２
３と、画像信号に基づいて画像を表示する表示部２４
と、プローブ型方向指示デバイス１１の種類を識別する
情報やゲイン等の値を入力する入力部２５と、人体内部
の３次元超音波画像データを記憶する画像メモリ２６
と、プローブ型方向指示デバイス１１に関する情報を格
納しているプローブ情報ファイル２７と、上記の各部を
制御するシステム制御部２０とを含んでいる。
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【００１５】表示範囲算出部２１は、操作部１から入力
された情報に基づいて、疑似生体表面１２におけるプロ
ーブ型方向指示デバイス１１の接触位置、傾き、疑似生
体表面１２との接触状況を含むプローブ型方向指示デバ
イス１１と疑似生体表面１２との接触関係を検出する。
また、表示範囲算出部２１は、検出された接触関係やプ
ローブ情報ファイル２７から読み込まれた情報に基づい
て、表示範囲情報を生成する。
【００１６】システム制御部２０は、画像メモリ２６に
記憶されている超音波画像データの中から上記表示範囲
算出部２１が算出した表示範囲情報に対応する画像デー
タを読み出し、該画像データに基づいてエコー信号を生
成し、該エコー信号に基づいて画像信号を生成して表示
させるために、各部を制御している。
【００１７】エコー信号生成部２２は、画像メモリ２６
から読み出された超音波画像データと、入力部２５から
入力された擬似的に設定される周波数や送信パワーの値
と、使用されるプローブ型方向指示デバイス１１に関す
る情報（以下、プローブ情報という）とに基づいて、エ
コー信号を生成する。信号処理部２３は、エコー信号生
成部２２によって生成されたエコー信号に対し、包絡線
検波、対数増幅、ＴＧＣ（ｔｉｍｅ  ｇａｉｎ  ｃｏｍ
ｐｅｎｓａｔｉｏｎ）等を行うことにより、画像信号を
生成する。
【００１８】表示部２４は、信号処理部２３により生成
された画像信号に基づいて、走査変換を行い、ＣＲＴや
ＬＣＤ等のモニタに画像を表示する。入力部２５は、画
像を表示するために必要な各種の情報を入力する。入力
部２５は、キーボード、マウス等のポインティングデバ
イス、調整ツマミ等の操作盤等により構成される。入力
される情報としては、使用されるプローブ型方向指示デ
バイス１１を識別する情報、擬似的に設定される超音波
の周波数や送信パワーの値、エコー信号に基づいて画像
信号を生成する際に用いられるゲインやＴＧＣ等の設定
値等が含まれる。
【００１９】ここで、実際の超音波撮像の場合には、超
音波プローブから送信される超音波の周波数や送信パワ
ーにより、得られる超音波画像は異なってくる。従っ
て、本画像表示装置においても、使用感覚を実際の超音
波撮像に近づけるために、実際には超音波は送信されな
いが、プローブ型方向指示デバイス１１から超音波が送
信されると想定して擬似的に超音波の周波数や送信パワ
ーの値を設定し、該値に基づいて表示する画像を変化さ
せる。
【００２０】画像メモリ２６は、超音波撮像により得ら
れた３次元画像データを記憶する。該３次元画像データ
は、外部のＣＤ－ＲＯＭ等の記録媒体を介して読み込ん
でも良いし、ネットワークによって接続された超音波撮
像装置から直接読み込んでも良い。プローブ情報ファイ
ル２７は、本画像表示装置において用いられるプローブ



(5) 特開２００２－３３６２４７

10

20

30

40

50

7
型方向指示デバイス１１に関するプローブ情報を格納し
ている。プローブ型方向指示デバイス１１に関する情報
には、リニアアレイ型・アニュラアレイ型等の形状、リ
ニア方式・セクタ方式等のスキャン方式、超音波ビーム
の空間分布、超音波の時間変形波形等の情報を含んでい
る。
【００２１】次に、本実施形態に係る画像表示装置の動
作について、図１～図３を参照しながら説明する。図３
は、本画像表示装置の動作を示すフローチャートであ
る。まず、操作者は、ステップＳ１０１において、画像
観察する部位や使用するスキャン方法に応じて、複数の
プローブ型方向指示デバイスの中から適当なプローブ型
方向指示デバイス１１を選択して指定する。選択された
プローブ型方向指示デバイス１１は、該プローブ型方向
指示デバイス１１に接続されているケーブルを本体部２
に差し込むことにより指定されても良いし、キーボード
等を用いて該プローブ型方向指示デバイス１１を識別す
るためのコード番号等を、操作者が入力することにより
指定しても良い。これに応答して、画像表示装置は、ス
テップＳ２０１において、決定されたプローブ型方向指
示デバイス１１に関するプローブ情報を受け取る。
【００２２】次に、操作者は、ステップＳ１０２におい
て、擬似的に、送信する超音波の周波数と送信パワーの
値を入力する。例えば、超音波撮像においては、送信す
る超音波の周波数が高いほど、得られる画像の分解能や
解像度が良好である一方、減衰が大きくなるために超音
波が生体の深部まで到達することができない。また、送
信パワーが大きいほど、エコー強度が高くなり、深部で
はくっきりとした超音波画像が得られるが、生体への影
響、多重反射による浅部画像の劣化を考慮すると、送信
パワーは小さい方が望ましい。操作者は、このような点
を鑑み、経験に基づいて、観察しようとする部位に適し
た周波数や送信パワーの値を入力する。これに応答し
て、画像表示装置は、ステップＳ２０２において、周波
数や送信パワーの値を受け取る。
【００２３】次に、操作者は、ステップＳ１０３におい
て、図２に示すように、疑似生体試料１２上でプローブ
型方向指示デバイス１１を走査するため、所望の位置に
プローブ型方向指示デバイス１１を当てる。これに応答
して、画像表示装置の表示範囲算出部２１は、ステップ
Ｓ２０３において、プローブ型方向指示デバイス１１か
ら疑似生体表面１２との接触具合に関する情報を受け取
り、疑似生体表面１２からプローブ型方向指示デバイス
１１の接触位置に関する情報を受け取り、ステレオテレ
ビカメラ１３からプローブ型方向指示デバイス１１に含
まれるＬＥＤ１１０の空間的位置に関する情報を受け取
る。
【００２４】ステップＳ２０４において、表示範囲算出
部２１は、操作部１の各部から受け取った情報と、プロ
ーブ情報入力部２２から受け取ったプローブ情報とに基
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づいて、プローブ型方向指示デバイス１１の位置、傾
き、接触具合を含む接触関係を検出する。ここで、プロ
ーブ型方向指示デバイス１１の傾きは、ステレオテレビ
カメラ１３から受け取った情報に基づいて生成されたＬ
ＥＤ１１０の空間的位置を表す３次元ベクトルと、疑似
生体表面１２から受け取った接触位置の３次元ベクトル
との差を取ることにより算出される。
【００２５】次に、ステップＳ２０５において、表示範
囲算出部２１は、ステップＳ２０４において検出された
接触関係に基づいて、表示させる画像の領域を指定する
表示範囲情報を生成する。次に、ステップＳ２０６にお
いて、システム制御部２０は、表示範囲算出部２１によ
り生成された表示範囲情報に基づいて、画像メモリ２６
に記憶されている超音波画像データの中から、該表示範
囲情報に対応する領域に含まれる超音波画像データを読
み出す。
【００２６】次に、ステップＳ２０７において、エコー
信号生成部２２は、画像メモリ２６から読み出された超
音波画像データと、入力された擬似的な周波数や送信パ
ワーの値、プローブ情報に含まれる超音波ビームの空間
分布や時間変形波形、プローブ型方向指示デバイス１１
と疑似生体表面１３との接触具合等の情報に基づいて、
エコー信号を生成する。
【００２７】また、操作者は、ステップＳ１０４におい
て、超音波画像を表示させるために用いられるゲインや
ＴＧＣ等の設定値を入力する。これに応答して、画像表
示装置の信号処理部２３は、ステップＳ２０８におい
て、ゲインやＴＧＣ等の設定値を受け取り、これらの設
定値と生成されたエコー信号とに基づいて、画像信号を
生成する。次に、ステップＳ２０９において、表示部２
４は、生成された画像信号に基づいて、モニタに画像を
表示する。
【００２８】本実施形態に係る画像表示装置の変形例に
ついて、図４を参照しながら説明する。この画像表示装
置で用いられるプローブ型方向指示デバイス１４は、先
端に圧力センサを有すると共に、磁気センサ１４０を備
えている。本体部２の表示範囲算出部２１は、プローブ
型方向指示デバイス１４に含まれる圧力センサから、疑
似生体表面１２との接触具合に関する情報を受け取り、
プローブ型方向指示デバイス１４に含まれる磁気センサ
１４０から、該磁気センサ１４０自身の空間的位置に関
する情報を受け取り、疑似生体表面１２から、プローブ
型方向指示デバイス１４の接触位置に関する情報を受け
取る。表示範囲算出部２１は、受け取った磁気センサ１
４０自身の空間的位置に関する情報と、接触位置に関す
る情報とに基づいて、プローブ型方向指示デバイス１４
の傾きを検出する。その他の構成については、本発明の
第１の実施形態に係る画像表示装置と同じである。
【００２９】本実施形態においては、複数のプローブ情
報を本体部２に格納したが、これらの情報をそれぞれの
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9
プローブ型方向指示デバイス１１に、付帯情報として持
たせ、使用するプローブ型方向指示デバイス１１を決定
することにより、付帯するプローブ情報ファイルが本体
部２に読み込まれるようにしても良い。
【００３０】次に、本発明の第２の実施形態に係る画像
表示装置について、図５を参照しながら説明する。図５
は、本実施形態に係る画像表示装置の構成を示すブロッ
ク図である。この画像表示装置は、Ｘ線ＣＴ（ｃｏｍｐ
ｕｔｅｄ  ｔｏｍｏｇｒａｐｈｙ：断層撮影装置）、Ｍ
ＲＩ（ｍａｇｎｅｔｉｃ  ｒｅｓｏｎａｎｃｅ：磁気共
鳴イメージング）等の超音波撮像以外の撮像手段により
得られた画像に基づいて、超音波診断装置の訓練を行う
ことができる装置である。この画像表示装置の本体部３
は、音響情報ファイル３１と、画像メモリ３２と、超音
波画像データ生成部３３とを含んでいる。
【００３１】音響情報ファイル３１には、超音波以外の
撮像手段により得られた画像データを超音波画像データ
に変換する際に用いられるルックアップテーブルが格納
されている。ルックアップテーブルは、画像が有する濃
度値と、該画像が表している臓器等の生体組織が有する
超音波の音速、反射率、吸収率、透過率、散乱特性等の
音響特性とを関連づけている。
【００３２】ここで、ルックアップテーブルの作成方法
について、図６を参照しながら説明する。図６の（ａ）
に示すように、まず、ルックアップテーブルの作成対象
である生体組織（例えば、臓器Ａ）を表す画像（例え
ば、ＭＲＩ画像）において、ある点Ｘ

1
における濃度値

を抽出すると共に、実際の生体組織において、点Ｘ
1
に

対応する位置における音響特性を測定する。このような
測定を複数の点Ｘ

1
、Ｘ

2
、・・・について行うことによ

り、図６の（ｂ）及び（ｃ）に示すように、画像データ
が有する濃度値と生体組織の音響特性とを対応づけるこ
とができる。画像の濃淡を十分な階調に割り振ることに
より、測定する点を増やす方が望ましいが、対応する点
の音響特性を測定できない場合には補間により求めても
良い。このような対応づけを、それぞれの音響特性につ
いて行うことにより、図６の（ｄ）に示すようなルック
アップテーブルを作成することができる。超音波以外の
撮像手段により得られた画像データが有する濃度値は、
撮像手段や臓器の種類等の生体組織により異なるので、
このようなルックアップテーブルは撮像手段毎・生体組
織毎に作成される。
【００３３】画像メモリ３２には、超音波撮像や他の撮
像手段により得られた３次元画像データが格納されてい
る。超音波画像データ生成部３３は、超音波以外の撮像
手段により得られた画像データを、超音波画像データに
変換する。この他の本体部３に含まれる各部の構成や操
作部１の構成については、本発明の第１の実施形態に係
る画像表示装置と同様である。
【００３４】次に、本実施形態に係る画像表示装置の動
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作について、図３、図５、図７を参照しながら説明す
る。図７は、本実施形態に係る画像表示装置において、
超音波画像データを生成する動作を示すフローチャート
である。本実施形態において、画像メモリ３２に記憶さ
れている画像データが、超音波撮像以外の撮像手段によ
って得られたものである場合には、まず、該画像データ
を超音波画像データに変換する。なお、画像メモリ３２
に記憶されている画像データが超音波撮像によって得ら
れたものである場合には、このような動作は省略され
る。
【００３５】まず、図３に示すように、本画像表示装置
の操作者は、本発明の第１の実施形態に係る画像表示装
置の動作におけるステップＳ１０１～Ｓ１０３と同様の
動作を行うことにより表示すべき画像の範囲を指定す
る。これに応答して、画像表示装置は、ステップＳ２０
１～Ｓ２０５と同様の動作を行うことにより表示範囲情
報を生成する。
【００３６】次に、図７に示すように、ステップＳ３０
１において、表示すべき画像に関する領域情報を入力す
る。該領域情報には、表示される画像の生体組織名や、
該画像を撮像した撮像手段等が含まれる。入力方法とし
ては、操作者が入力部２５から手動で領域情報を入力し
ても良いし、領域情報を付帯情報として画像データに付
帯させ、該画像データが本画像表示装置に読み込まれる
ときに、自動的に領域情報も読み込まれるようにしても
良い。
【００３７】次に、ステップＳ３０２において、システ
ム制御部２０は、入力された領域情報に基づいて、音響
情報ファイル３１の中から、超音波画像データを生成す
るために用いるルックアップテーブルを選択する。次
に、ステップＳ３０３において、システム制御部２０
は、ステップＳ２０５において生成された表示範囲情報
に基づいて画像メモリ３２から画像データを読み出し、
超音波画像生成部３２は、読み出された画像データを受
け取り、この画像データに基づいて超音波画像データを
生成する。超音波画像生成部３２は、ステップＳ３０２
において選択されたルックアップテーブルを参照しなが
ら、受け取った画像データに含まれる各画素データが有
する濃度値に対応する音響特性に関する情報を抽出す
る。このように、各画素データの濃度値と音響特性とを
結びつけることにより、音響特性に関する情報を有する
画素データによって構成される超音波画像データが生成
される。生成された超音波画像データは、エコー信号生
成部２２に送られ、図３に示すステップＳ２０７～Ｓ２
０９と同様の動作により、画像が表示される。
【００３８】ここで、例えば、肝臓内における血管のよ
うに、表示すべき画像の中に周囲の組織とは異なる組織
である「異物」が存在する場合には、ステップＳ３０１
において領域情報を入力する際に領域を分割し、領域毎
に異なるルックアップテーブルを参照して画像を変換す
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れば良い。この場合においても、領域情報の入力は、操
作者が入力部２５から入力しても良く、画像データに付
帯情報として付帯させることにより、画像データが読み
込まれるときに一緒に領域情報が入力されるよいうにし
ても良い。
【００３９】本実施形態によれば、超音波撮像以外の撮
像手段によって得られた画像データを、超音波撮像と同
様の操作感覚で表示させることができる。従って、Ｘ線
ＣＴやＭＲＩ等の装置の扱いに不慣れな操作者でも、そ
のような装置によって得られた３次元画像データに基づ
いて、所望の断面を表示させることができる。
【００４０】次に、本発明の第３の実施形態に係る画像
表示装置について、図８を参照しながら説明する。図８
は、本実施形態に係る画像表示装置の外観を示す模式図
である。本実施形態においては、プローブ型方向指示デ
バイス１１を接触又は走査させるために用いられる疑似
生体表面１５は、人体型に成形されたファントムであ
る。疑似生体表面１５の表面にはタッチセンサが２次元
状に配置されており、このタッチセンサによって接触し
ているプローブ型方向指示デバイス１１の接触位置が検
出される。本体部及び操作部に含まれるプローブ型方向
指示デバイス等の構成は、本発明の第１又は第２の実施
形態に係る画像表示装置と同じである。本実施形態によ
れば、例えば、Ｘ線ＣＴやＭＲＩ等により、全身の３次
元画像データを得て画像メモリに記憶させておくことに
より、医師や検査技師は、患者を前にして超音波撮像を
行うのと同様の感覚で、所望の断面を表示させることが
できる。
【００４１】
【発明の効果】以上述べた様に、本発明によれば、実際
の超音波診断におけるのと同様の感覚で画像表示装置の
操作を行うことができるので、医師や検査技師は、使用
感覚の異なる様々な装置の使用方法を修得する負担を減
らすことができる。また、このような装置を、超音波画
像診断や装置の操作に不慣れな医師や検査技師、又は、
医学生の訓練用シミュレータとして利用することができ
る。さらに、医師や検査技師は、患者である被検体の画
像をまとめて撮像し、後で診断対象の部分の画像をゆっ
くり観察することが可能となるので、患者を撮像装置や
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診断装置等に拘束する時間を短くことができ、患者の精
神的、肉体的負担を減らすことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る画像表示装置の
構成を示すブロック図である。
【図２】図１の操作部の構成を示す模式図である。
【図３】本発明の第１の実施形態に係る画像表示装置の
動作を示すフローチャートである。
【図４】本発明の第１の実施形態に係る画像表示装置の
変形例である。
【図５】本発明の第２の実施形態に係る画像表示装置の
構成を示すブロック図である。
【図６】超音波画像データを生成する際に用いられるル
ックアップテーブルを作成する方法を説明する図であ
る。
【図７】本発明の第２の実施形態に係る画像表示装置に
おいて、超音波画像データを生成する動作を示すフロー
チャートである。
【図８】本発明の第３の実施形態に係る画像表示装置の
外観を示す模式図である。
【符号の説明】
１  操作部
２、３  本体部
１１、１４  プローブ型方向指示デバイス１１
１２、１５  疑似生体表面
１３  ステレオテレビカメラ
２０  システム制御部
２１  表示範囲算出部
２２  エコー信号生成部
２３  信号処理部
２４  表示部
２５  入力部
２６、３２  画像メモリ
２７  プローブ情報ファイル
３１  音響情報ファイル
３３  超音波画像生成部
１１０  発光ダイオード（ＬＥＤ）
１４０  磁気センサ
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